
  

　
北
上
展
勝
地
と
名
勝
小
金
井
桜
　
　
　
石
　
田
　
精
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展
勝
地
と
の
出
会
い
と
交
流

　
私
と
北
上
市
と
の
交
流
は
平
成
12
年
、

市
役
所
の
文
化
財
係
か
ら
の
電
話
で
始

ま
っ
た
。｢

岩
手
県
の
北
上
市
に
小
金
井

の
山
桜
が
あ
る
と
い
う
話
を
ご
存
知
で
す

か｣

。
私
は｢

初
め
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

現
地
を
お
訪
ね
し
て
直
接
お
話
を
伺
う
し

か
な
い
で
す
ね｣

と
答
え
、
ま
ず
は
個
人

的
な
訪
問
と
い
う
こ
と
で
、
北
上
市
へ
向

か
っ
た
。

　
北
上
さ
く
ら
の
会
の
熊
谷
明
彦
事
務
局

長
と
和
賀
篤
子
副
会
長
が
出
迎
え
て
く
だ

さ
り
、
同
会
副
会
長
軽
石
昇
さ
ん
や
事
務

局
の
高
野
忠
俊
さ
ん
、
そ
し
て
地
元
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
編
集
の
加
藤
俊
夫
さ
ん
に

展
勝
地
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
引
き
合
わ
さ
れ

て
北
上
展
勝
地
の
現
況
に
つ
い
て
の
お

話
を
伺
っ
た
。
そ
の
後
、
陣
ヶ
丘
の｢

小

　
展
勝
地
開
園
1
0
0
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
で
、
1
0
0
周
年
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
展
勝
地
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
展
勝
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
歴
史
的
な
こ
と
、
地
理
的
な
こ
と
、
自
然
環
境
の
こ
と
、
そ
し
て
、
展

勝
地
に
深
く
関
わ
っ
た
人
々
や
展
勝
地
を
題
材
に
し
た
美
術
・
文
芸
作
品
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
次
回
は
平
成
31
年
１
月
25
日
に
発
行
し
ま
す
。

展
勝
地
風
土
記

平
成
30
年
10
月
26
日

展
勝
地
開
園
1
0
0
周
年
記
念
事
業
準
備
委
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会
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せ
／
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金
井
山
桜｣

を
見
学
し
男
山
付
近
、
国
見

山
、
極
楽
寺
周
辺
を
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。

　
小
金
井
と
遠
く
離
れ
た
北
上
の
地
に
、

小
金
井
桜
と
同
じ
桜
が
現
存
し
て
い
る
こ

と
に
感
動
し
、
桜
を
想
う
北
上
の
皆
さ
ん

の
熱
い
気
持
ち
に
強
く
打
た
れ
た
。

　
そ
の
後
、
小
金
井
か
ら
は
平
成
13
年
、

19
年
、
24
年
に
北
上
を
訪
問
し
た
。
北
上

か
ら
は
平
成
14
年
に
大
勢
の
お
客
さ
ま
を

小
金
井
に
お
迎
え
し
た
。
こ
の
時
は
茨
城

県
桜
川
か
ら
も
桜
川
磯
部
稲
村
神
社
の
磯

部
宮
司
ら
を
お
迎
え
し
、
小
金
井
市
長
ほ

か
関
係
者
多
数
を
交
え
て｢

桜
川
‐
小
金

井
‐
北
上
三
世
代
交
流
会｣

を
行
っ
た
。

　
平
成
13
年
の
展
勝
地
公
園
開
園
80
周
年

記
念
式
典
で
は
、
小
金
井
市
の
稲
葉
市
長

が
伊
藤
北
上
市
長
か
ら｢

北
上
桜
里
帰
り｣

の
目
録
を
頂
戴
し
た
。
そ
し
て
平
成
19

年
、
文
化
庁
の
現
状
変
更
許
可
の
手
続
き

を
経
て
、
玉
川
上
水
の
小
金
井
橋
付
近
で

植
樹
式
が
行
わ
れ
、
伊
藤
北
上
市
長
、
稲

葉
小
金
井
市
長
、
名
勝
小
金
井
桜
の
会
の

大
久
保
会
長
ら
に
よ
り
５
本
の
北
上
里
帰

り
桜
が
植
栽
さ
れ
た
。
こ
の
時
も
北
上
か

ら
の
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
交
流
が
行

わ
れ
た
。

　
平
成
23
年
２
月
に
、
伊
藤
北
上
市
長
、

桜
川
磯
部
稲
村
神
社
の
磯
部
宮
司
、
吉
野

山
保
勝
会
の
山
本
事
務
局
長
、
東
京
都
関

係
者
ら
に
よ
り
、｢

史
跡
玉
川
上
水
整
備

活
用
計
画｣
に
よ
る
小
金
井
桜
復
活
第
１

歩
の
植
樹
式
が
雪
の
降
る
中
で
行
わ
れ
、

最
初
の
26
本
の
苗
木
が
植
栽
さ
れ
た
。

名
勝
小
金
井
桜
の
復
活

　
小
金
井
桜
は
元
文
２
年(
１
７
３
７
年)
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満開の小金井桜花の後ろにはケヤキなどの雑木が茂っている

※



名勝小金井桜の整備工事と後継樹苗木の植栽が終わった区間

こ
ろ
、
江
戸
に
水
を
送
る
た
め
に
開
設
さ

れ
た
玉
川
上
水
の
中
流
部
の
両
岸
に
、
当

時
武
蔵
野
新
田
の
世
話
役
だ
っ
た
川
崎

平へ
い
う
え
も
ん

右
衛
門
が
10
年
の
歳
月
を
か
け
て
植
え

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
大
正
13
年
に
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
、

関
東
随
一
の
花
の
名
所
と
呼
ば
れ
て
花
見

客
が
押
し
寄
せ
た
小
金
井
桜
で
あ
っ
た

が
、
戦
中
・
戦
後
の
混
乱
の
中
で
見
る
影

も
な
く
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
。

　
一
方
で
廃
止
転
用
の
声
が
上
が
る
中
で

東
京
都
は
昭
和
60
年
、
玉
川
上
水
を
保
全

お
世
話
に
な
っ
た
。

　
小
金
井
桜
の
後
継
樹
の
育

成
は
江
戸
時
代
か
ら
の
小
金

井
桜
の
系
譜
と
名
勝
指
定
理

由
を
考
慮
し
て
選
定
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
現

在
は
現
存
す
る
小
金
井
桜
の

中
か
ら
樹
種
、
幹
周
り
、
若

芽
の
色
な
ど
形
態
学
的
指
標

に
よ
り
、
母
樹
の
選
定
を

行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
元
の
法
政
大
学

理
工
学
部
で
平
成
27
年
か
ら

Ｄ
Ｎ
Ａ
に
着
目
す
る
方
法
に

よ
り
、
小
金
井
桜
の
古
木
を

系
統
別
に
分
類
し
母
樹
選
定

の
参
考
に
す
る
研
究
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
は
今

後
さ
ら
に
桜
川
の
山
桜
、
北

す
る
と
の
方
針
を
決
定
し
た
。
長
い
期
間

の
後
、
や
っ
と
平
成
21
年
に｢

史
跡
玉
川

上
水
整
備
活
用
計
画｣

が
策
定
さ
れ
た
。

こ
の
計
画
の
中
で
名
勝
小
金
井
桜
の
会
は

後
継
樹
の
百
木
の
育
成
・
供
給
を
分
担
す

る
こ
と
と
な
り
、
小
金
井
市
か
ら
用
地
の

提
供
を
受
け
て
苗
木
の
育
成
を
開
始
し

た
。
最
初
は
実
生
苗
に
よ
る
育
苗
を
行
っ

た
が
種
間
交
雑
の
問
題
が
発
生
し
、
そ
の

後
苗
木
は
全
て
接
ぎ
木
で
育
成
す
る
こ
と

に
し
た
。
こ
の
間
、
北
上
の
皆
さ
ま
に
は

苗
木
の
供
給
や
種
子
拾
い
な
ど
で
、
大
変

上
の
山
桜
と
小
金
井
桜
の
関
連
に
つ
い
て

も
調
査
す
る
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

む
す
び

　
名
勝
小
金
井
桜
の
復
活
は
当
初
と
て
も

実
現
は
難
し
い
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
や

が
て
東
京
都
が
正
式
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
る
と
次
第
に
段
階
を
踏
み
な
が
ら
整
備

が
進
み
つ
つ
あ
る
。

　
し
か
し
、
全
体
で
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

工
事
が
終
わ
る
の
は
い
つ
に
な
る
の
か
、

今
の
と
こ
ろ
見
通
し
は
つ
い
て
い
な
い
。

　
玉
川
上
水
の
両
岸
に
山
桜
が
植
え
ら
れ

て
か
ら
２
８
０
年
、
そ
の
間
数
多
く
の
先

人
た
ち
が
桜
を
植
え
継
ぎ
、
守
っ
て
き

た
。
そ
の
情
熱
を
受
け
継
い
で
我
々
も
く

昭和５年東京都生まれ。

日産化学工業株式会社を退社した後、平成８年に｢名勝小

金井桜に親しむ会｣を設立し代表に就任。平成19年には同

会と｢名勝小金井桜を守る会｣を統合し、新たな｢名勝小金井

桜の会｣の副会長となる。その後、平成22年に同会会長に就

任し、平成30年まで歴任。現在は同会名誉会長。
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じ
け
ず
に
今
後
の
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
北
上
と
の
お
付
き
合
い
も
そ
ろ
そ
ろ
20

年
に
な
る
。
そ
の
間
、
数
々
の
交
流
を
重

ね
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
っ

た
。
遠
く
離
れ
て
は
い
て
も
小
金
井
桜
を

見
守
っ
て
く
だ
さ
る
北
上
の
皆
さ
ま
の
温

か
い
お
気
持
ち
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
た
い
。

※
役
職
や
地
名
な
ど
は
当
時
の
内
容
で
記

載
し
て
い
ま
す
。


